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特別損失の計上及び連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

２０２３年３月期の第２四半期連結累計期間におきまして、特別損失を計上することとなりました。 

また、特別損失の計上及び最近の業績動向を踏まえ、２０２２年５月１３日に公表いたしました２０２３年

３月期第２四半期連結累計期間及び２０２３年３月期通期連結業績予想を、下記の通り修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 

記 

１.特別損失の計上について 

中国・上海市における新型コロナウイルス感染症拡大防止措置として、2022年３月 28日から６月１日にか

けて、全市民に対して行動制限（外出制限）措置が実施されたことにより、当社グループの同国子会社の内の

４社の全従業員も外出が制限され、およそ２か月間にわたり、事実上操業停止を余儀なくされました。 

この臨時性を踏まえ、操業停止期間における該当子会社の固定費（人件費・減価償却費等）78 百万円を特

別損失として計上することといたしました。 

 

２.第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想の修正について 

(1)2023年３月期第２四半期（累計）連結業績予想の修正 

（2022年４月１日～2022年９月 30日）                          (単位：百万円)                                

 

 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） ２，８３６ △１６２   △１３６ △１３２ △９６円１４銭 

今回修正予想（Ｂ） ２，９００ △９５ △７２ △１１６ △８４円６３銭 

増  減  額（Ｂ）－（Ａ） ６３    ６７  ６３ １５  

増   減   率（％） ２．２  ― ―   ―   

(ご参考)前期第２四半期実績      

(2022年３月期第２四半期) 
２，７４４ △７８ △６５    △７４   △５４円１２銭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2)2023年３月期通期連結業績予想の修正 

（2022年４月１日～2023年３月 31日）                          (単位：百万円)                                

 

 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） ５，６９４ △２３８   △１８５ △１８７ △１３６円３６銭 

今回修正予想（Ｂ） ５，７４０ △１０１ △５２ △９２ △６７円４８銭 

増  減  額（Ｂ）－（Ａ） ４５   １３６  １３２ ９４  

増   減   率（％） ０．８  ― ―   ―   

(ご参考)前期実績      

(2022年３月期) 
５，４１７ △２１２ △１６８    △１６４   △１１９円２９銭 

 

(3)修正の理由 

  第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、日本向け衣料用縫い糸の受注は、その生産の回復に伴

い、増加傾向が見られたものの、国内の手芸専門店の来店客数の回復が鈍いことや、半導体不足などの影響

による自動車生産台数の回復遅れにより、家庭用縫い糸や車両内装用縫い糸については、引き続き受注の低

調が続きました。 

これらの商況に、上述の中国子会社の操業停止による影響、今秋 10 月以降の販売価格の改正に伴う駆け

込み受注、円安進行に伴う為替換算レートの影響等の増減要因が加わり、第２四半期連結累計期間の売上高

は、前回発表を若干上回る見込みとなりました。 

また、利益面につきましては、販売品目構成の変化や、原材料やエネルギーコストを始め、製造コスト全

般の上昇により、売上高総利益率が低下しましたが、販管費は引き続き低水準で推移していることや、上述

の通り、中国子会社の操業停止期間の固定費を特別損失に計上したため、営業損失及び経常損失の損失幅は、

いずれも前回発表よりも縮小する見込みとなり、親会社株主に帰属する四半期純損失の損失幅につきまして

も前回発表よりも若干縮小する見込みとなりました。 

通期の見通しにつきましては、エネルギー、食料品を始めとする生活必需品のさらなる物価上昇や歴史的

な円安、先の見えない国際情勢など、先行きの不透明感は一層高まりつつあります。当社グループにおきま

しては、価格改正に伴う販売単価の上昇が見込まれるものの、衣料品や手芸関連品の消費マインドの低下が

懸念されることや価格改正前の駆け込み受注の反動も予想され、通期の売上高は、ほぼ前回発表通りを予想

しております。 

一方利益面につきましては、今後エネルギー価格や原材料価格等のさらなる上昇が予想されるものの、価

格改正による売上高総利益率の改善が見込まれることや、第２四半期連結累計期間までに計上した特別損失

の計上も踏まえ、通期の営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失の損失幅は、いずれも前

回発表よりも縮小すると予想しております。 

 

 

（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって異なる場合があります。 

 

                                  以   上 


